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Ecological studies on the Summer-Sowing Cabbage for Early Springuse
By

Yutaka KAWARAI Kigu ENDO and Akira KATO
Summary

1) The possibility of the summer-sowing cabbage (winter crop) for the purpose of early
spring use was investigated. The crop was grown in 1957 and 1958 with the different time of
sowing in three places in Tochigi prefecture. Two varieties, Nagaoka-Kohai-Shiki-Tori and
Toyoda-Natsumaki, were used in this experiment.

2) During these two years, it was warm through both winter season. Under such climatic
condition, the best harvest was obtained at Sano station, southern part of the Prefecture.

3) The optimum time for cabbage sowing in Sano was defined to be early August, which
induced heading until 60-802; of the crop before winter.

4) Toyoda~-Natsumaki was proved to be better than the other one, because of resistancy
against cold and rot, with few cracking of compact heads which bolted very lately in the
spring,

5) It was ecologically understood that the summer-sowing cabbage might be grown commer-

cially in Sano district of this prefecture,

21
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夏播早春採り甘藍の生態的研究

瓦井　豊・遠藤喜重・加藤　昭

緒

目

戦後、渡辺誠三氏らを中心にした甘藍の品種生態研究

の推進によつて、各地の気候に応じた栽培型が開拓され

市場えの周年供給を可能にした。従來、北関東における

夏播冬採り甘藍は、越冬中の凍傷により収穫は2月位ま

でyあつた。早春採り（3〜4月）の適地は1〜2月の

平均気温が4〜5。C以上の地帯といわれ、暖地のみが可

能であつた。最近、耐寒性の強い品種が育成されるに及

んで、本県南部の3。C地帯でもその栽培の可否が論ぜら

れて来たので、本県の気温条件下で、夏播早春採り栽培

の可能1生を明らかにするため、昭和32年〜34年にわたつ

て代表品種を用い、気温の異なる3試験地で播種期を異

にしてその生能的研究を行つた。こ＼にその結果の概要

を報告する。本試験の遂行にあ’たり、海老原部長の助言

をうけ、部内研究生、及び柳田町の委託者、沼野政雄氏

の協力を得たので、厚く謝意を表する。

1試　験　方　法

A　試験年次　昭和32年、同33年

B試験地と播種期

試

験

地

1〜2月の

　　　　　土

平均気温

壌

農試本場（宇都宮市今泉町）　　　　　　1・2。C洪積層火山灰土、植壌土

柳田（宇都宮市柳田町）委託者沼野政雄　2．4※　沖積層、砂壌土

農試佐野分場（佐野市堀米町）　　　　　3．1　　沖積層、壌土

播

『種

期

7月25日　7月30日　8月5日　8月10日、

0

○

×

○

O

○

○

○

O

×

×

O

　※　宇都宮市平石南小学校5ケ年観測平均値

C　供試品種、長岡交配四季穫（タキイ種苗）、豊田夏

蒔（旧2号系、石井次郎氏）

D　供試面積及び区制　1区27m2（80株）1区制

E　耕種概要　1．育苗、7・5cm角半練床35日育苗、

2．栽植密度、畦巾75cm、株間45cm、3・施肥量、a当

堆肥100kgの他、成分としてN2。2kg、P205Llkg、

K201．Okg、4・他の栽培管理は当場耕種基準によつた。

　F　調査方法、調査時期は、12月15日（越冬前）、2月

15日（越冬中）、4月5日（早春）の3回とし、1回20株

あて収穫し、1株当りの平均値を算出した。

　　　　　　凍害腐敗重

球の凍害腐敗率＝一結

球「重一×100

収穫株率＝

　総株数一（30％以上の凍害腐敗率の株＋裂球抽苔株）

　　　　　　総　　　株　　　数

a当換算収量＝（1株平均結球重×球の

　　　　凍害腐敗率）×a当株数（288）×収穫株率

気象観測は農試本場は、宇都宮地方気象台、佐野は農試

佐野分場、柳田は出來なかつた。

豆試　験　結　果

A　試験経過及び、気象概況

気象概況、特に越冬期から早春の平均気温及び降水量

は矛1表及び、才1図の通りである。

1．昭和52年度試験、育苗は順調で、定植後の9｛’10

月は好天候に恵まれ（台風なし）結球も可成り進行した。

越冬期間の気温は平年に比して宇都宮が1．5。C、佐野は

1．1QC高く、降水量は逆に10mm位少かつた。越冬中、

凍害による球の腐敗はあつたが、遅播は結球が続けられ

た。早春の気温は平年に比して宇都宮はL1℃、佐野は

0．4。C高く、降水量は70〜80mm位少かつた。裂球、抽

苔は佐野が早まつた。

2．昭和55年度試験　育苗期の8月上剛中旬が気温が

低かったので、苗の生育は促進されたが、9月は台風20

号（9月18日）、21号（9月26日）が再度襲來し、株の倒

伏、裂葉などの被害をうけて、結球の進行に影響し昨年

より約20％位遅れて越冬に入った。これは佐野において

特に顕著であつた。越冬期間の気温は初期において平年

並か、や＼低かつたが、その後上昇し、平年に比して宇

都宮は1，7。C、佐野は0．8。C高く、降水量は宇都宮が40

mm、佐野が30mm多く、昨年よりや＼条件がよく、腐

敗は少く、結球も進行した。早春の気温は平年に比して

宇都宮が2．4。C、佐野が1・4。C高く、降水量は宇都宮が
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